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用され情報が蓄積されるであろう．

３．調査ルート

　タビン保護区に到達するルートは少なく，また保護区内の車道も少ない（図 6）．

唯一コアゾーンに至る自動車道が存在するが，途中の何ヶ所かの橋の崩壊で，車両

による利用は困難で徒歩に頼らざるを得ない（図 12）．事務所から 17km地点に壊れ

かけた小屋があり，コアゾーンの入口まで 24kmの距離があり，徒歩で 6時間以上か

かるという．今後，定期的で効率良いモニタリング調査を実施するためには，この

車道と調査ルート（トレイル）の確保が必要である．

４．通信

現在，タビン事務所には無線機しかなく電話回線はない（図 7）．最寄りのラハッ

ド・ダツ支局（未舗装の林道を車で 2 時間弱）とはこの無線機で通信している．フ

ァクスや電子メールの通信はできない．他の事務所で使用されている無線電話の確

保が今後必要であろう．

５．これまでの研究者の利用状況

タビン動物保護区を中心とした最近の研究として，インベントリー調査（JICA），

マレーグマ研究(北大博士研究 1999-2001 年)があり，またマメジカ（東京工業大学ほ

か 2002-2003 年）やゾウ（東京農工大学 2002 年から）の研究が計画されている．ま

た，海外研究者 NGO（SOS Rhino のカメラ設置）も活動している．これらの研究者

との有機的連携や情報収集は本プログラムを推進するうえで不可欠であろう．宿泊

施設はエコツアー用に使用可能で，2002 年に向けて現在整備中である（図 8）．野生

生物局の対応に関してはおおむね評判が悪く，組織的な脆弱さが指摘されており，

今後円滑な運営が求められる．

 

６．所感

　いくつかの問題を克服しつつ，筆頭実施機関の人材育成や技術移転を図り，成果

を達成するためには，相手国の諸関係機関との一層の連携が不可欠であろう．この

ため立上げ段階には，純粋な研究者よりも，むしろ実力をもちこのような対応に熟

練した方が担当すればより早く軌道に乗せることが可能と思われる．
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図１．遠方の森林がタビン保護区．林

道周辺はオイルパーム畑

図3．タビン保護区の事務所玄関
図4．事務所内部（区長，法規制課，管理

課，研究課の9人とJOCV2人勤務）

図2．ゾウの糞（オイルパーム畑境

界の林道などで頻繁に見られる）

図7．事務所とラハッド・ダツ支局

間の通信手段の無線機（矢印）

図5．大型獣（サイ，バンテン，

ゾウ）の発見場所の図

図6．ラハッド・ダツからタビン保

護区に至る車道（赤い線）

図8．エコツアー宿泊施設（Tabin 

Wildlife SDN BHD　経営）
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